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論文内容の要旨
本論文は中国明清時代における華南地域，特に広東地方と台湾を対象に.水利事業を中心にした社会経
済史的諸現象と地域有力者の関係を分析し.この地域の歴史発展と特質を考察せんとしたものである。
全体は序論と一部全十阿辛から成り，序論で研究史を務理した後，第一部六章では，広東地方の開発，
水利，物fdli.米穀等と郷紳の関係を，第一部八章は台湾の初期の開発，水利事業.上地問題を対象とする
が，特に一回向主制とよばれる独特の土地所白白IJ度に重大な関心を寄せていることが本論文の特色である。
第ー 部第ー 言者l丸地域有力省郷紳による珠江デJレタの沙凶の開発のありかたが，郷紳の地域諸生産に対
する支配を可能にし，その支配が治安維持，村溢内裁判，農業・商品生産，水利等に及んだことを論じる。
第二章は，独特の土地用益形態である桑園囲基における堤防保全斗;事に牛.じた主体と)J式の変化が.二i二事
負fE!の義務の所在の明雌化を要請しそのために工事の記事を記す地方志の編纂がなされたと論じる。第
戸.章は，桑国出基の郷紳のー・{7'Jとしての南海県の虚氏が.官僚や科挙合格者を輩出したことから出発して，
桑園囲基の水利を主導的に運営しやがて不在地主化するにつれて水利運営から後退することを明らかに
した。第四章は，広東の中心地広州地域の米殺の需給調整や貧民救済が，国家，郷神，商人による倉庫を
利用した広丙等他省からの米穀の買入れから，明;;k清初以後は，郷紳中心の需給調整へと変化したと述べ
ている。第両立は，珠江デルタの米穀需給調整機能が倉庫や善堂によって担われていたこと.その米穀は
初め同内米を質入れる万式で、あったが.やがて外国米を買入れる万式に変化したと論じている。第六章は，
靖代広東嶺西地方の先住民と移住民の武法闘争の分析で，その原凶が茶の生産と阿片戦争後の広東茶の需
要低下にあり，さらに清朝の両者分断政策によって対立が深刻化し凄惨な闘争に発展したと論じた。
第二部は台湾を対象とし.第一章は. 17世紀後半の土地所有が鄭氏のl立棺領と官僚所有出.一般兵士所
有凶の三揮であり，大半が自作農的経営である中.宵僚所有地の一部に地主的関係が発生したことを明ら
かにした。第二章は， 17世紀以後，台湾南部で宵僚主導の開墾地主国による水利施設建設が進み，その7}:.
利施設の管理運営権が，清中期以後，開墾地主層から佃戸に移ったことを論じた。第と二常は，台情の一田
両宇治jの研究史を鞍理し.耕作者が波農的佃戸であることを主張しているc 第四章は，清傾極骨J，羅正・
乾隆，乾|笠末・嘉慶，清末の四期に分けて.開墾地主と耕作者間の1地所有関係の段階的変化を，一田両
主制の発牛.と展開を紬に論じているつ第五章は，開墾戸の私的経理人である管事の役割jの変化を跡付け，
それが一山両主制の成立.開墾μの勢力の盛表と関連していると論じる。第六章は，官が資金負担する合
同開墾組織「金広福」が広東・福建両移民間の対立を解消し，清朝の台湾開発政策である原住民地開墾を
位進するものであったと論じた。第七21は.Iポi主民地を開発し，租税増1&を凶る「開山撫番」なる開発政
-271 -
策の実態を詳細に述べている。第八章は，借地耕作者が納入する敷金の内容が主に水平IJ施設建設費を指し
たこと，その水利施設建設費を投下したものが土地の実質的権利を握ったことを明らかにした。
論文審査の結果の要旨
本論文は.明末より清代.且lJち17世紀より 19世紀に至る華南，特に広東地域，及び台湾における社会経
済的諸現象を綿密かっ着実な文献史料の調査解説によって分析し，もってこの地域の地域的特質及び独自
の惟史的性格を解明せんとしたもので.郷紳，十.地所有，;J<利の三側面を有機的に関連させ，特に水利に
重点をおいた独自の視角と，それによる多くの新知見の挺示は木論文の重要な学的貢献と評価し得る。
第一部は主に広東珠江デルタを対象とするが，これは木論文が学界の中心的問題関心に積極的に取組ん
でいることをボし.十分に評価できる。第・章は，郷紳とよばれる有力者がこの地域特有の沙回を独占的
に開発し，地戚的支配を行ったその実態を明維にし，それを特に堤防建設等の水利事業の性格と関連づけ
たが，これは本論文の固有の方法であり，独自の価値があると評価できる。第:章では，桑園囲基の開発，
保全に関して，特に困島内の農民全体の負担による工事形態の負担の根拠を明示するために地方誌が編纂
されるという亨:~長は有怠義である。第己章では.桑閑囲碁内の一郷紳， !主氏の族譜を丹念に考証し，丘地
社会に基盤を築き，やがて不在化してゆくその経過を具体的に数百年にわた勺て追究したこと，その過程
で'7!<利事業との関わりが強調されたのは，郷紳の異体像を豊かにする一助となる。第四章では，広州の米
穀の需給調整で倉庫が重要な役割を果たし，倉庫制度運営には商人が関与し，その商人と郷紳は一体化し
ているという連環を解明し，郷紳支配のこの地域における特質を推測したことが重要な成果である。第五
苧は，米穀需給調整の中心的備蓄施設である倉庫と善堂両面の機能が沙問地域と桑|京|囲基地区とで異なり，
運営方式も利息収入による!説内米購入から寄付金による外凶米購入に変化したことを解明した点に一定の
意義がある。第六章は.広東嶺西の山間部における I-:JL世紀中頃の土着民・移住民間の武装闘争械闘の原
因に関して，貨幣経済の発展，ダIJ強の侵略を重要要因とする従来説を発展させ， この地域の主要産業であ
る茶菓生産に関わるものであり‘アヘン戦争後の開港による広州の茶菓輸1[1の激減と茶場をめぐる土着・
移住両民の札蝶が原凶であるとしたが，械闘の経過の詳細な記述とともに，注目すべき見解である。
努;:部は，土地問題や水平1]関係の研究がなお十分でない台湾研究に本論文が果した大きな学的貢献であ
る。第一章は，費IS氏t，制時代の土地所有の形態を鄭氏直轄傾，文武官僚所有，兵士所有の三形態に明確に
分別し，また水平IJ施設がよ熟であるため生産が不安定であったとするところ等注目すべき見解がある。第
-章は，台湾南部の消代建設の水利施設を網羅して分析し，その設置地域の拡大，施設の変化や，建設・
修築工事が1言ギー導であったことを明確にしたことは独自の価値がある。第二二章は，所謂-UJ両主制の台湾
における状況を論じたもので，特に上地の上地権形成が土地に対する資金労)J等の投卜を要因とするとし
た論証は合理的である。第四章は，難解な契約文書の丁寧な分析によって，清領概初，堆正・乾降，乾隆
末より嘉慶，清末の四期に時期区分した第二期に，土地に資金と労力を投下し，水利事業を伴う十.地開発
を実施した佃戸に永小作権が佐立し第でく期には敷金納付による佃円の永小作権の取得，小作地の又貸し
が見られ，一回向ーキ自1]が確マーしたと結論する。これは台湾におけるー凹両主制成立に関する水利の側面か
らの説得的議論として大きな価航を有すると判断される。第五章は，開墾地主の私的経理人である管事の
職務の変遷が一回両主制の成立と地士ー勢力の盛衰によるとしたが，妥当な議論である。第六ー誌が，金広補
を広-*・福建移民の相互対立を緩和するために組織され，清朝の原住民懐撫政策と結合したと結論するの
は，台湾開発の特異な一面を明示したものと評価できる。第七章は，台湾開発の典型的一例として，賀村i
英なる人物の「閉山撫蕃!という開発を推進する実像を只体的に描写したもので，台湾開発の実情の好例
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を不した。第八主は，難解な小作契約文書の解読から，借地耕作契約時の敷金の内容の中心が水利施設建
設費であり，従って水利施設建設が佃戸の上地権獲得の重安契機となると したことは独自の価値がある。
第一・第了.部の関連が多少暖昧で.福建への論及が少なく，水利問題の意義付けがやや過大である等の
点、に改善の余地が感じられるが，全体と して本論文のもつヒ述の如き学術上の価値を庇めるものではない。
以上の所見によ り，本論文は.大阪市立大学博士 (文学〉の学位を授与するに値するものと認められる。
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